
一
Ｉ

●
■
■
●
オ
ヽ
り
■
■

，
一

え
腫
■
一・―
・一１
「

;i

藩



県
外
か
ら
の
″
刹
“
暑

， と
レ
で

筑
波
大
学
虐
夕
　
人
類
イ
系
助
手

佐

〃
本
　
倫
朗

私
は
、
茨
城
県
の
つ
く
ば
市
に
在
住

し
て
い
る
者
で
す
が
、
秋
田
県
公
文
書

館
を
時
折
利
用
し
て
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
遠
方
か
ら

の
利
用
者
の
視
点
か
ら
秋
田
県
公
文
書

館

へ
の
若
千
の
感
想

。
希
望
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
文
章
を
お
読
み
に
な
る
方
の
中

に
は
、
何
も
わ
ざ
わ
ざ
茨
城
か
ら
秋
田

に
ま
で
史
料
を
見
に
来
な
く
と
も
、
と

思
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
私
が
秋
田
県
公
文
書

館
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
佐

竹
氏
と
そ
の
家
臣
達
の
伝
え
た
文
書
や

系
譜
を
調
査
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

常
陸
か
ら
秋
田
へ
移
り
住
ん
だ
佐
竹
氏

は
、
同
じ
時
代
に
関
東
地
方
で
活
躍
し

た
小
田
原
北
条
氏
や
宇
都
宮
氏
が
歴
史

の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
の
と
は
違

い
、
そ
の
家
―１１
団
を
何
と
か
形
と
し
て

維
持
し
た
ま
ま
近
世
に
存
続
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
佐
竹
氏

関
係
の
文
書
に
は
、
戦
国
以
前
の
領
主

と
家
臣
団
の
生
の
関
係
を

小
す
史
料
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
関
東
地

方
の
場
合
、
佐
竹
氏
の
よ
う
な
形
で
存

続
で
き
た
領
主
た
ち
は
極
め
て
少
な
か
っ

た
た
め
、
佐
竹
氏
や
そ
の
家
拒
層
が
伝

え
た
史
料
は
戦
国
以
前
の
関
東
地
方
を

知
る
上
で
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
す
。

勿
論
、
そ
れ
ら
の
史
料
は
、
彼
ら
が
秋

田
に
移
住
し
て
か
ら
、
ど
う
い
う
問
題

に
直
面
し
た
の
か
を
）
小
し
て
い
る
訳
で

す
か
ら
、
現
在
に
至
る
秋
田
の
歴
史
を

知
る
上
で
も
非
常
に
価
値
の
あ
る
史
料

で
も
あ
り
ま
す
．

こ
の
よ
う
に
秋
田
県
公
文
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
の
中
に
は
、
関
東

地
方
の
歴
史
を
知
る
――．
で
非
常
に
重
要

な
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め

私
の
よ
う
な
利
用
者
も
少
な
く
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
そ
の
中
の

一
人

と
し
て
の
意
見
な
の
で
す
が
、
秋
田
県

公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
の

情
報
が
も

っ
と
多
く
の
人
間
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
目
録
等
が
あ
れ

ば
非
常
に
便
利
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
所
蔵
史
料
が
膨
大
な
た
め
大
変
な

作
業
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
遠
方

か
ら
行
く
身
と
し
て
は
手
ぶ
ら
で
は
帰

れ
ま
せ
ん
で
す
の
で
、
少
な
く
と
も
公

文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
の
全

体
像
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
例

え
ば
旧
秋
田
藩
士
の
大
窪
家
文
書
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
と
容
易
に
確
認
で
き
る

よ
う
な
概
略
的
な
も
の
で
も
結
構
で
す

か
ら
、
日
録
の
刊
行
を
是
非
、
早
期
に

お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
目
録
を
各
地
方
の
公
文
書

館
や
図
書
館
で
日
に
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
県
外
の
利
用
者
に
と

っ
て
非
常

に
便
利
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
秋
田
県
公
文
書
館
を
実
際
に
利

用
し
て
み
て
、
複
製
資
料
の
利
用
を
非

常
に
便
利
に
感
じ
た
の
で
す
が
、
史
料

を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
保
存

の
面
で
様
々
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
史
料
が
公
文
書

館
に
移
管
さ
れ
る
以
前
に
コ
ピ
ー

・
製

本
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
も
し
行
う
よ
う
な
場
合
に
は
慎

重
に
行
う
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

以
上
、
私
が
述
べ
た
こ
と
に
は
、
す

で
に
進
行
中
の
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
こ
う
し
た
仕
事
を
限
ら
れ
た
人

員
と
時
間
で
進
め
る
こ
と
は
大
変
難
し

い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、　
一
利

用
者
と
し
て
の
期
待
を
こ
め
て
、
あ
え

て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「大窪家文書」 (「秋田藩家蔵文書」複製本)
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当
館
に
は
、
「
秋
田
県
勧
業
年
報
」

三
二
巻
が
全
巻
揃

っ
た
形
で
保
存
さ
れ

て
い
る
。
明
治
中
期
ま
で
の
県
勧
業
政

策
を
調
べ
る
上
で
基
本
と
な
る
史
料
で

あ
り
、
平
成
八
年
度
事
業
と
し
て
複
製

本
を
作
製
し
閲
覧
室
に
備
え
た
。

「
勧
業
年
報
」
の
発
刊
は
、
明
治
十

年

（
一
八
七
七
）
に
創
設
さ
れ
た
農
事

通
信
制
度
と
密
接
に
関
わ
る
。
当
時
は

新
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
の
も
と
、
上

か
ら
の
指
導
に
よ
る
積
極
的
な
農
業
政

策
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
農
事
通
信
制

度
は
、
勧
農
局
が
各
府
県
か
ら
農
業
の

実
況
報
告
を
集
め
、
全
国
に
報
道
し
て

情
報
交
換
に
役
立
て
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「府
県
通
信
仮
規
則
」
で
は
、
臨
時

報
、
月
報
、
年
報
の
三
種
類
を
勧
農
局

に
通
信
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

「勧
業
年
報
」
は
、

こ
の
規
則
中
の
年

報
に
該
当
す
る
。
規
則
で
は
年
報
に
記

載
す
る
内
容
が
、
農
事
進
歩
の
景
況
、

府
県
庁
勧
農
行
政
の
実
績
、
将
来
の
勧

農
奨
励
の
意
見
等
と
さ
れ
た
。
ま
た
、

図
画
や
計
表
類
を
編
入
し
努
め
て
詳
密

に
報
告
す
る
こ
と
も
義
務
付
け
ら
れ
た
。

明
治
十
年
代
に
は
、
県
主
導
に
よ
る

勧
農
政
策
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
お

り
、

そ
の
概
要
は

一
勧
業
年
報
」

と

「
秋
田
県
史
料
」
政
治
部
勧
農
か
ら
知

る
こ
と
が
出
来
る
。
特
に

「勧
業
年
報
」

で
は
、
勧
業
項
目
別
に
年
間
の
事
跡
が

記
録
さ
れ
統
計
資
料
も
豊
富
で
あ
る
。

「
秋
田
県
統
計
書
」
が
明
治
十
八
年
分

か
ら
刊
行
さ
れ
た
た
め
、
十
年
代

の

「
勧
業
年
報
」
の
史
料
的
価
値
は
高
い
。

十
年
代
に
は
、
八
橋
植
物
園
を
始
め

各
種
の
勧
業
試
験
場
が
充
実
し
、
腐
米

改
良
事
業
も
進
め
ら
れ
た
。
十

一
年
か

ら
は
勧
業
談
会
が
開
か
れ
、
農
業
熟
練

者
よ
り
選
出
さ
れ
た
勧
業
掛
が

一
堂
に

会
し
た
。
現
在
の
種
苗
交
換
会
の
ル
ー

ツ
で
あ
る
種
子
交
換
会
の
開
催
も
談
会

で
決
定
さ
れ
、
以
後
毎
年
続
け
ら
れ
た
。

「
勧
業
年
報
」
に
は
、
こ
れ
ら
十
年

代
の
積
極
的
勧
農
政
策
の
内
容
が
詳
細

に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
研
究
の
基
礎
的

資
料
と
し
て
非
常
に
有
用
で
あ
る
。
活

字
印
刷
で
読
み
や
す
い
史
料
で
も
あ
る
。

「
勧
業
年
報
」
は
明
治
十

一
年
か
ら

三
十
五
年
の
分
ま
で
が
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
日
清
戦
争
に
よ
る
財
政
難
で
、

二
十
八

・
二
十
九
年
分
は
刊
行
さ
れ
な

か

っ
た
。
十
八
巻
目
で
三
十
年
ま
で
の

三
箇
年
分
が
纏
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
巻

か
ら
勧
業
統
計
の
み
の
掲
載
と
な

っ
た
。

勧
業
記
録
の
掲
載
が

「勧
業
報
文
」
や

「
秋
田
県
公
報
」
等
と
重
複
し
た
た
め

で
あ
る
。
当
館
に
は
二
十
八

・
二
十
九

年
の
未
刊
行
年
報
の
原
稿
も
保
存
さ
れ
、

今
回
、　
一
緒
に
複
製
本
化
し
た
。

複
製
本
の
作
製
に
あ
た

っ
て
は
、
県

庁
記
録
書
庫
の
保
管
当
時
に
撮
影
さ
れ

た

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
。

原
本
保
存
の
た
め
複
製
本
で
の
閲
覧
が

中
心
に
な
る
が
、

コ
ピ
ー
が
可
能
に
な

り
、
多
く
の
人
が
利
用
し
や
す
い
形
に

な

っ
た
。

（公
文
書
課
　
柴
田
知
彰
）

「秋田県勧業年報」
について

へ響lιえた へEt民汽

腐米改良図  (第 1回年報より)

植物種子交換表 (大豆之部)<第 2回年報より>
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中
世
城
”
の
推
か
れ
た
絶
曰

昨
年
十
月
十
七
日
か
ら
企
画
展

「享

保
期
の
秋
田
藩
―
今
宮
義
透
の
領
内
調

査
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
時
の
展
示
資

料
お
よ
び
関
係
資
料
に
、
中
世
城
館
の

描
か
れ
た
絵
図
が
あ
る
。

享
保
期
の
秋
田
藩
の
領
内
調
査
は
、

家
老
今
宮
義
透
を
中
心
と
し
て
進
め
ら

れ
た
。
「
国
典
類
抄
」
前
篇
軍
部
三
に

「
御
判
物
井
御
高
辻
」
と
し
て
関
係
資

料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

享
保
卜
年

（
一
七
二
五
）
六
月
二
日

に
、
今
宮
義
透
以
ド
の
担
当
者
が

「泉

古
城
」
に
登

っ
て
見
渡
せ
る
範
囲
を
調

査
し
た
。
ま
た
享
保
十
二
一年
に
は
男
鹿

方
面
の
調
査
を
行

っ
て
い
る
。
男
鹿
に

向
か
う
途
中
の
二
月
二
十
日
に

「
岩
城

む
ら
の
館
」
に
登
り
、
四
月
三
日
に
は

男
鹿
の
真
山
、
五
日
に
は
本
山
周
辺
の

調
査
を
行

っ
た
。

享
保
十
年
の
調
査
を
も
と
に
作
成
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る

「
秋
田
部
絵
図
」

に
は
、
泉
館

（
秋
田
市
泉
）
二
石
城
館

（秋
田
市
下
新
城
）
。
脇
本
城

（男
鹿
市

脇
本
）
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
脇
本

城
は
、
現
在
男
鹿
市
教
育
委
員
会
に
よ

る
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
壮
大

な
構
造
が
徐
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
「
国
典
類
抄
」

に
収
録
さ
れ
た
男

鹿
方
面
の
調
査

に
関
す
る
記
事

は
、

「
今
宮
義
透
日
記
」
か
ら
の
抜
粋

で
あ

り

（
こ
の
日
記
自
体
は
所
在
不
明
）
、

脇
本
城
に
関
す
る
記
事
が
抜
け
て
い
る

こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

前
述
の

「
秋
田
部
絵
図
」
と
体
裁
は

違
う
が
、
享
保
十
年
の
調
査
を
も
と
に

作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

「
川
辺

・

由
利
郡
境
見
分
絵
図
」
が
あ
る
。
こ
の

絵
図
は
秋
田
領
と
由
利
郡
の
境
界
の
う

ち
、
新
屋
村
か
ら
女
米
木
村
に
か
け
て

記
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「古
館
」
。

白
根
館
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。

古
館
は
そ
の
位
置
か
ら
白
華
城

（秋

田
市
豊
岩
）
と
考
え
ら
れ
る
。
白
根
館

（雄
和
町
平
沢
）
と
と
も
に
、
安
東
氏

と
豊
島
氏
の
攻
防
の
舞
台
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
六
年
発
行
の

『
秋
田
県
の

中
世
城
館
』
に
よ
れ
ば
、
秋
田
県
内
に

は
約
八
百
の
中
世
城
館
が
あ

っ
た
と
い

う
。
こ
れ
ら
は

一
時
期
に
存
在
し
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
戦
国
期
に
城
館
と
し

て
機
能
し
た
も
の
で
も
、
豊
臣
秀
吉
や

江
戸
幕
府
の
政
策
に
よ
り
破
却
さ
れ
、

ほ
と
ん
ど
の
城
館
は
、
江
戸
時
代
の
初

め
頃
ま
で
に
そ
の
本
来
の
役
割
を
終
え

た
と
考
）‘
ら
れ
る
。

し
か
し
、
享
保
年
間
の
絵
図
に
描
か

れ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
か

つ
て

城
館
と
し
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た

こ
と
は
、
十
分
推
測
で
き
る
。

中
世
城
館
の
な
か
に
は
、
地
域
開
発

等
に
よ
り
消
滅
し
て
し
ま

っ
た
も
の
も

多
い
と
い
う
。
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ

り
、
遺
構
の
調
査

・
確
認

・
保
存
が
の

ぞ
ま
れ
る
。
こ
の
調
査
を
さ
さ
え
る
史

料
と
し
て
、
近
世
期
に
編
纂
さ
れ
た
記

録
類
と
同
様
に
、
絵
図
も
重
要
な
役
割

を
は
た
し
て
く
れ
る
と
考
え
る
。

な
お
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
絵
図
は
、

ダ
イ
レ
ク
ト
プ
リ
ン
ト
方
式
に
よ
る
複

製
が
あ
る
。（古

文
書
課
　
伊
藤
　
勝
美
）

秋田郡絵図 (A290-114-118)

ギ           :              ‐ ゛ ,

川辺・由利郡境見分絵図 (県C-252)
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⌒秋
田
大
会
）
開
催

第
二
十
二
回
全
国
歴
史
資
料
保
存
利

用
機
関
連
絡
協
議
会

（全
史
料
協
）
全

国
大
会

（秋
田
大
会
）
が
、
平
成
八
年

十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
三

日
間
秋
田
市
の
秋
田
市
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
の
テ
ー
マ
は

「
史
料
保
存

へ
の
理
解
を
求

め
て
―
文
書
館
制
度
の
普
及
」

で
あ
り
、　
一
般
の
方
々
に
広

く
史
料
保
存
の
必
要
性
や
文

書
館
制
度
の
意
義
に
つ
い
て

知

っ
て
い
た
だ
き
、
理
解
と

支
持
を
得
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
理
念
や
あ
り

方
、
具
体
的
な
方
法
を
考
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

大
会
の
参
加
者
数
は
会
員

三
二
六
名
、
非
会
員
二
七
名
、

計
二
六
三
名
で
し
た
。

大
会
の
初
日
は
総
会
、
四
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
の
研
修
会
、
二
日
日
は
三
テ
ー

マ
に
よ
る
自
由
テ
ー
マ
研
究
会
、
四
テ
ー

マ
に
よ
る
大
会
テ
ー
マ
研
究
会

（全
体

会
）
及
び

コ
メ
ン
ト
、
ま
た
最
終
日
の

二
日
目
は
ニ
テ
ー
マ
に
よ
る
大
会
テ
ー

マ
研
究
会

（分
科
会
）
と
秋
田
県
公
文

書
館
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
秋
田
県
公

文
書
館
と
秋
田
県
立
図
書
館
の
施
設
見

学
が
な
さ
れ
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
九
年
度
の
大
会
は
香
川
県

で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

自由テーマ研究会「史料保存と保存科学Jよ り

喪
雛
輪
洟
繹
鰺

鬱
聯
電

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
ご
自
分
の
家
に

古
文
書

・
絵
図
な
ど
の
史
料
を
所
蔵
さ

れ
て
い
る
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
伝
来
さ
れ
た
史
料
は
、
地
域
の

歴
史
を
伝
え
る
財
産
と
し
て
人
事
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
史
料
を
お
持
ち
の
方
々
の
中
に
は
、

ど
う
や
っ
て
扱

っ
た
ら
良
い
か
、
少
々

お
困
り
の
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
史
料
の
保
存
方
法

・
注
意
点
を

あ
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
史
料
は
風
通
し
の
よ
い
場
所
で
保
管

す
る
こ
と
。
も
し
無
理
な
ら
ば
、　
一

年
に

一
度
は
虫
干
し
を
す
る
こ
と
。

②
防
虫
剤
は
紙
用
の
も
の
を
使
用
す
る

こ
と
。
衣
料
用
防
虫
剤
は
、
史
料
に

シ
ミ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
史
料
は
清
潔
な
手
で
扱
う
こ
と
。
指

を
唾
で
湿
ら
せ
て
史
料
を
め
く
る
よ

う
な
行
為
は
感
心
で
き
ま
せ
ん
。

④
紙
が
固
ま

っ
て
、
開
か
な
く
な

っ
た

簿
冊

（大
福
帳

・
検
地
帳
等
）
は
、

無
理
に
開
か
な
い
こ
と
。

⑤
史
料
整
理
の
際
は
、
史
料
を

一
点
ず

つ
紙
袋
に
入
れ
、
紙
袋
に
表
題

・
整

理
番
号
等
の
必
要
事
項
を
書
く
こ
と
。

史
料
に
直
接
書
き
込
み
を
入
れ
る
こ

と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
筆
記
用
具
は
鉛
筆
を
使
用
す
る
こ
と
。

ペ
ン
な
ど
の
イ
ン
ク
で
、
誤

っ
て
筆

先
が
史
料
に
触
れ
た
場
合
、
消
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑦
史
料
に
直
接
シ
ー
ル

・
付
箋
等
を
貼

ら
な
い
こ
と
。
シ
ー
ル
類
の
接
着
剤

が
、
史
料
の
劣
化
を
早
め
ま
す
。

③
史
料
を
ま
と
め
る
際
、
金
属
製
の
留

め
具

（
ホ
チ
キ
ス
等
）
や
輪
ゴ
ム
は

使
わ
な
い
こ
と
。
金
属
の
錆
や
ゴ
ム

の
劣
化
が
史
料
に
悪
影
響
を
与
え
て

し
ま
い
ま
す
。

こ
の
他
、
史
料
の
保
存
に
関
し
て
、

ご
不
明
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
公

文
書
館
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（古
文
書
課
　
煙
山
英
俊
）
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資
料
の
保
存

・
利
用
を
業
務
と
す
る

公
文
書
館
で
は
、
貴
重
な
歴
史
資
料
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
資
料
保
存
に
つ

い
て
様
々
な
手
段
を
講
じ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
業
務
の

一
つ
で
あ
る
燻
蒸

作
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

本
館
で
は
紙
資
料
を
長
期
保
存
す
る

た
め
に
、
虫
食
い
や
カ
ビ
の
防
止
対
策

と
し
て
、
書
庫
内
に
紙
資
料
を
配
架
す

る
前
に
燻
蒸
を
行

っ
て
い
ま
す
。
燻
蒸

と
は

「
い
ぶ
し
む
す
こ
と
」
で
、　
一
般

的
に
は
馴
染
み
薄
い
言
葉
で
す
が
、
公

文
書
館
や
博
物
館
な
ど
で
は
、
資
料
に

加
害
す
る
生
物

（虫
や
カ
ビ
）
を
殺
し
、

損
傷
が
拡
大
し
な
い
よ
う
行
う
作
業
の

事
を
い
い
ま
す
。

本
館
の
燻
蒸
作
業
は
、
毎
年
六
月
末

に
県
庁
か
ら
引
継
が
れ
る
公
文
書
を
燻

蒸
庫
で
燻
蒸
す
る
事
と
、
書
庫
内
す
べ

て
の
資
料
を
年

一
回
書
庫
ご
と
燻
蒸
す

る
事

（昨
年
は
九
月
二
十
九
日
～
十
月

二
日
に
行
い
ま
し
た
）
の
二
つ
の
作
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

燻
蒸
室

（消
毒
室
）
は
、　
一
階
奥
の

一
般
の
利
用
者
が
立
入
り
で
き
な
い
区

画
に
あ
り
、
二
重
の
扉
で
廊
下
と
隔
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
燻
蒸
庫
は
実
容
量
二
・

八
３ｍ
で
、
段
ボ
ー
ル
箱
で
六
〇
箱
収
納

可
能
で
す
が
、
排
気
効
率
を
よ
く
す
る

た
め
に
二
五
箱
程
度
を

一
回
に
燻
蒸
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
作
業
工
程
は

別
表
の
工
程
表
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ

ま
す
。
昨
年
は
引
継
ぎ
公
文
書
が
段
ボ
ー

ル
箱
で
約

一
五
〇
０
箱
あ
り
、
五
月
末

か
ら
八
月
Ｌ
旬
に
か
け
て

，
七́
同
の
燻

蒸
を
行
い
ま
し
た
。
使
用
さ
れ
る
薬
品

は
エ
キ
ボ
ン
ガ
ス

（臭
化
メ
チ
ル
と
酸

化

エ
チ
レ
ン
の
合
薬
剤
）
で
、　
一
回
に

エ
キ
ボ
ン
ミ
ニ
の
缶
体
を
五
本
使
い
ま

す
。
臭
化
メ
チ
ル
は
殺
虫

・
殺
卵
力
を

そ
な
え
、
酸
化

エ
チ
レ
ン
は
殺
虫
と
と

も
に
強
い
殺
菌
力
が
あ
り
ま
す
。

紙
資
料
は
、
温
度

・
湿
度
を

一
定
に

し
て
保
存
状
態
を
き
ち
ん
と
管
理
し
て

い
け
ば
、
何
百
年
も
の
寿
命
を
持

つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
資
料
が
残
さ
れ
て
こ

そ
、
そ
の
時
代
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、　
一
度
虫
害
が
お

き
て
、
そ
の
部
分
が
欠
損
す
る
と
、
価

値
が
半
減
し
た
り
、
場
合
に
よ

っ
て
は

無
価
値
に
な

っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り

ま
す
。
現
在
ま
で
残
さ
れ
た
文
化
遺
産

と
し
て
の
歴
史
資
料
を
原
本
の
ま
ま
後

世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
燻
蒸
作

業
は
地
味
な
が
ら
も
大
切
な
業
務
の
ひ

つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。（公

文
書
課
）

エキボンガス (エ キボンミニ)缶
[燻蒸庫側面 ]

燻蒸庫への搬入作業
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資料保存施設を訪ねて

阿仁町郷土文化
保存伝承館

〒01846北 秋田郡阿仁町銀山下新町4,■ 5

2'0186--82--3658
|

阿
仁
町
の
買
人
館
は
、
明
治
十
二
年
鉱

山
技
師
メ
ッ
ヶ
ル
氏
ら
に
よ
り
建
設
さ
れ
、

そ
の
優
雅
な
件
ま
い
は
往
時
を
偲
ば
せ
て

い
ま
す

（平
成
二
年
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
）
。

そ
の
異
人
館
に
隣
接
し
た
当
館
に
は
阿

仁
鉱
山
令
盛
時
代
の
史
実
を
今
に
伝
え
る

貴
市
な
資
料
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
片
岡
文
書
と
今
林
文
書
に
つ

い
て
簡
単
に
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

片
岡
文
書
は
総
数

一
七
五
点
、
内
容
は
、

分
限
帳
、
訴
状
、
句
集
な
ど
多
彩
で
す
。

九
代
日
当
主
、
片
岡
清
兵
衛
は
肝
煎
り
見

習
十

一
年
、
本
役
三
十
五
年
を
務
め
た
人

で
、
開
田
開
墾
に
力
を
注
ぎ
、
地
域
の
発

展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

今
林
文
書
は
総
数

一
五
四
点
、
内
容
は
、

今
林
家
が
永
世
召
し
抱
え
の
銅
山
手
代
で

あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
鉱
山
関
係
の
も
の
が

多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
一
製
煉
作
業
汗
道

具
絵
図
」
（伝
寺
崎
広
業
）

に
は
、
当
時

の
労
働
の
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
ま

し
た
。

当
館
で
は
、
個
々
の
資
料
に
つ
い
デ
受ヽ

け
入
れ
年
月
日
、
寸
法
、
仕
様
、
修
復
、

伝
来
な
ど
、
詳
細
な
デ
ー
タ
ー
を
フ
ァ
イ

ル
し
て
お
り
、
資
料
の
整
埋

。
保
存
を
進

め
る
１‐
で
、
大
変
役
立

っ
て
い
る
と
の
こ

ル
一
で
―
）́一年

Ｔ
闇
嵩
四旧
山

当
館
で
は
左
記
の
要
領
で
解
読
講
座

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
古
文
書
解
読
に
興
味
関

心
の
あ
る
方
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、

当
館
所
蔵
の
近
世
文
書
を
使
い
、
古
文

書
解
読
及
び
、
古
文
書

。
公
文
書
保
存

と
活
用
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

同
時
　
八́
月
五
日

（火
）
ｌ
（
日

（水
）

（
い
ず
れ
か

一
方
に
出
席
）

各
午
前

一
０
時
～
午
後
二
時

会
場
　
・公
文
書
館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住
所

・
氏

名

。
出
席
さ
れ
た
い
希
望
日
を

明
記
の
し
、
個
人
で
お
申
し
込

み
下
さ
い
。
返
信
用
の
は
が
き

を
受
講
者
カ
ー
ド
と
い
た
し
ま

す
の
で
、
必
ず
往
復
は
が
き
で

お
願
い
し
ま
す
。

中
込
先
　
一Ｔ
〇

一
〇

秋
田
市
山
王
新
町

一
四
―
三

一

秋
田
県
公
文
書
館

古
文
書
課
解
読
講
座
係

申
込
期
間
　
七
月

一
日
～
十
八
日

経
費
そ
の
他
　
参
加
料
は
無
料
で
す
。

元
禄
十
年

（
一
六
九
七
）
間
二
月

四
日
、
諸
国
主
要
大
名
の
江
戸
留
守

居
が
幕
府
評
定
所
に
呼
び
出
さ
れ
、

国
絵
図
の
改
訂
を
命
じ
ら
れ
た
。
江

戸
幕
府
は
諸
国
大
名
領
の
地
勢
を
把

握
す
る
必
要
か
ら
、
江
戸
時
代
数
回

に
渡
り
、
諸
藩
に
国
絵
図
の
提
出
を

命
じ
て
い
る
。
表
紙
の

「
由
利
郡
之

内
岩
城
伊
予
守
領
内
絵
図
」
は
こ
の

際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
脇
街
道
に
は

一
里
塚
が

書
き
込
ま
れ
、
村
形
に
は
高
の
記
載

が
あ
る
。
ま
た
雄
物
川
や
芋
川
な
ど

の
水
系
や
、
山
並
み
も
詳
細
に
描
か

れ
て
い
る
。

出
羽
国
は
秋
田

・
新
庄

。
米
沢

・

庄
内

・
山
形
の
五
藩
が
共
同
で
国
絵

図
改
訂
に
あ
た
る
絵
図
元
を
務
め
て

い
る
が
、
こ
の
絵
図
は
亀
田
藩
か
ら
、

由
利
郡
を
含
む
七
郡
を
担
当
し
た
秋

田
藩
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
秋
田
藩

で
は
由
利
郡
諸
藩
の
絵
図
を
秋
田
藩

領
と
合
わ
せ
、　
一
枚
の
絵
図
と
し
て

元
禄
十
五
年
十
二
月
年
幕
府
に
提
出

し
た
。
本
館
に
は
そ
の
際
の
控
絵
図

と
し
て

「出
羽
七
郡
絵
図
」
（県
Ｃ

一

七
二
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（古
文
書
課
　
煙
山
英
俊
）
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公
文
書
館

平
成
九
年
度
の
事
業

◎
総
括
的
事
項

。

『
事
業
年
報
』
第
四
号

の
発
行

（五
月
）

・
館
報

「
公
文
書
館
だ
よ
り
」
の
発

行

（
四
月
上
旬
、
十
月
上
旬
）

・

『
研
究
紀
要
』
第
四
号

の
発
行

（平
成
十
年
三
月
）

・
特
別
整
理
期
間
に
よ
る
休
館

（九

月
二
十
七
日
～
十
月
十

一
日
）

・
書
庫
燻
蒸

（九
月
二
十
六
日
～
十

月

一
日
）

・
県
内
市
町
村
史
料
保
存
関
係
機
関

連
絡
協
議
会

（六
月
二
十
四
日
）

◎
公
文
書
課
関
係

。
公
文
書
の
引
継
ぎ

（六
月
）

。
公
文
書
目
録

・
行
政
資
料
目
録
の

整
備

。
公
文
書

・
行
政
資
料
公
開
冊
数
の

追
加

・
中
性
紙
保
存
箱

へ
の
収
納
促
進

。
公
文
書
の
保
存

・
廃
棄
の
選
択

・
県
政
映
画
の
補
修

。
恒
久
保
存
と

ビ
デ
オ
化

。
公
文
書
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化

・
企
画
展
示
―
鉄
道
関
係

（館
内
特

別
展
示
室
）

◎
古
文
書
課
関
係

と

マ
イ

ク

ロ

フ

ィ

ル

ム
化

（
六

九

。
一
月
）

公 文 書 館 利 用 案 内

○開館時間

平   日

土 。日曜日

○休館 日

9 :00-19:00

9:00-17:00

。国民の祝日及び振替休日

・月曜日 (毎月第 3日 曜日の翌日除 く)

・毎月第 3日 曜日

・資料整理日 (月 の初日)

・特別整理期間 (8月 ～10月 中の15日 間)

。年末年始 (12月 28日 ～ 1月 3日 )

●

児

童

会

館

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

隋

編

集

後

記

輻

今
号
は
、
資
料
の
燻
蒸
消
毒
作
業
や

保
存
の
手
法
な
ど
日
常
の
館
業
務
の
紹

介
も
入
れ
て
み
ま
し
た
。
ま
た
読
み
や

す
さ
を
考
え
、
紙
面
に
少
々
余
裕
を
持

た
せ
ま
し
た
。
読
者
に
沿

っ
た
紙
面
作

り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
（柴
）

春
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
当
館
を
利
用

さ
れ
る
方
も
少
し
ず

つ
増
え
て
き
ま
し

た
。
当
館
は
開
館
当
初
か
ら
、
史
料
の

保
存
と
そ
の
活
用
と
い
う
矛
盾
し
た
二

つ
の
命
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
史
料
の
修
復
を
進
め
る
と
同
時
に
絵

図
や
古
文
書
の
複
製
物
作
成

・
翻
刻
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
ま
た
史
料
に
関
す

る
情
報
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
ご

一

報
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（煙
）

公
文
書
館
だ
よ
り
　
第
二含
万

平
成
九
年
四
月

一
日
発
行

編
集
発
行
　
秋
田
県
公
文
書
館

（表
紙
題
字
　
寿
松
木
　
毅
）
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